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２ ねらい 

  本校の生徒に理科の学習アンケートを実施したところ、「学習の仕方がわからない」と

いう回答が多く見られた。また、全体的に家庭学習や定期テストに向けての学習に消極的

な生徒が多い状況がある。そこで、基礎学力の定着を図る学習方法の一つとして、重要語

句プリントを活用した基礎学力の定着に取り組んでいる。 

 

３ 取組内容 

（１）基礎内容の明確化 

 単元の終了後や定期テスト前、また長期休業中の課題として、本校理科教員でまとめ

た重要語句プリントを配布して、暗記カードを作成させている。暗記カードは、年に１

個だけ市販の単語カードを配布し、不足分は自分で準備させている。重要ポイントを上

手くつかめず、理科が苦手になっていた生徒には、まとめプリントは効果的な学習資料

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 



（２）繰り返し学習による定着 

 長期休業時の宿題や家庭学習で、重要語

句を繰り返し復習する機会を増やし、基礎

の定着を図る。 

（３）定期テストとの連携 

   定期テストの基本問題として、重要語句

まとめプリントから１０～２０点分出題

（テスト範囲の単元に応じて、１・２年の

復習内容を出題する場合もあり）。明確なテ

スト対策の一つとして、学習している。 

    

 

４ 成果と課題 

  定期テスト前だけ    

でなく、実力テスト  

や会場テスト前のテ 

スト勉強としても活 

用するなど、テスト 

に向けて、学習意欲 

の高まった生徒が増 

えた。基礎となる重 

要語句の定着をはか 

る手段として成果が 

見られていて、理科 

だけでなく、他教科 

でも自ら重要語句を 

まとめて暗記カードを作成する生徒がでてきた。また学年が進むにつれて、定期テストの 

基本問題の正解が多くなり、定期テスト前に学習する意識が向上してきている。 

  一問一答形式のような重要語句集は、１分野よりも２分野の学習内容でより効果的であ

る。１分野の内容にも効果的な学習プリント・重要語句集の作成が今後の課題である。ま

た、重要語句を活用した応用問題や科学的思考力を伸ばす学習方法の工夫が必要である。 

 

 

 

 


